
浜松市デジタル・スマートシティ
官民連携プラットフォーム 第３回運営委員会

令和8年3月27日(金)



次第

1. 開会あいさつ

2. 基調講演

浜松市フェロー 西村 真里子 氏

「 オープンイノベーションとデジタル・スマートシティ

データと共創が紡ぐ、浜松の “繋がる未来” 」

3. 取組状況・各種動向の報告

4. 意見交換



委員長（浜松市副市長） 山名 裕

開会あいさつ



1. 会議参加時

• 基本的に「ビデオはON」、「音声はOFF（ミュート）」

2. ご発言時

• オンラインでの参加者

「音声をミュート解除」し、最初にお名前をお伝えいただいたのちにご発言ください。

• 現地参加者

テーブルのマイクにてご発言ください。

会議進行上のお願い



基調講演

浜松市フェロー 西村 真里子 氏





































取組状況・各種動向の報告



デジタル・スマートシティに関する取組報告（実績報告）

課題解決に向けたアイデアとソリューションの充実
若者の巻き込み
交流の場の充実



PF会員間の連携促進等を目的に、ミートアップイベントを開催

パイフォトニクス株式会社 ホロライトとデジタルツインを用いた安全対策の可視化・定量化

ためま株式会社
万博出展。未来の地域情報サービス～住民を地域のつくり手に転換し
500mから世界を変えるNXプラットフォーム「ためまっぷ」～

株式会社ミライエ 多言語即時翻訳・音声合成放送システム

NTT西日本株式会社 ローカル5G ＆ 点検ロボ

株式会社LODU コレクティブインパクトゲーム

ソリューションピッチ＆ミートアップ（交流・連携促進イベント）

日時：令和8年1月13日（火）14:45～16:30

会場：浜松市地域情報センター3階 第1研修室
開催概要

会員によるソリューションピッチ

市の抱える課題の発表

土木部 道路保全課 デジタルを活用した効率的な道路損傷の検出

浜松市ウェルビーイング・アイディアコンテスト受賞者による発表

中学生・高校生の部 最優秀賞 『佐鳴湖でランニング苗木駅伝』～音と緑と好きな植物で学び道～

大学生・大学院生・専門学生の部 優秀賞 『移動から始めるwell-beingの再設計』～山里を日常圏へ～

60名が参加
・企業・団体、個人 31名
・浜松市役所 29名



Hamamatsu ORI-Projectの概要

• 浜松市データ連携基盤を活用した新たなサービスやアプリケーションの創出を目指す取組
（サービスの 構想及びその検証）に対し、浜松市や連携支援団体が総合的な支援を行う

• 令和２年度からスタートし、令和６年度までに25件の実証実験を支援

事業の目的 データ連携基盤を有効活用した新たなサービスやアプリケーションの官民共創

取組事業者
(全国公募)

Hamamatsu 
ORI-Project
スポンサー企業

・サービスの構想
・サービスの検証

・自社の
アセット等
を活かした
支援

・検証実施に関する調整支援
・広報支援 等

・プロジェクト支援に関する連携
地域の皆様

・協働、協力

・説明、依頼

・委託

・データ連携基盤の
活用の技術支援
・実証実験の必要
経費の支援

【事業概要図】

支援業務
受託者

正式名称：浜松市データ連携基盤活用モデル事例創出事業

・アマゾン ウェブ サービス

ジャパン合同会社

・株式会社NTT ドコモ

・KDDI 株式会社

・ソフトバンク株式会社



令和７年度 Hamamatsu ORI-Projectの全体像

今年度のHamamatsu ORI-Projectでは、次の２つの取組を並行して実施

１ 地域課題解決型（データを活用した地域課題の解決策の検証）

庁内の各部門から提示された課題テーマについて、データを活用して解決を図るプロジェクトを

公募し、有望案件について浜松市内における実証実験を支援。

２ “データ・フュージョン・キャンプ2025”の実施

浜松市データ連携基盤に接続されたデータ等を活用した、新たなサービスやアプリの構想支援

に資するイベント（ハッカソン及びアイデアソン）を開催し、当該イベントを通じて創発された

有望なサービスやアプリの試作プロジェクトについて継続して支援。



今年度のHamamatsu ORI-Project（地域課題解決型）の採択案件

地域課題テーマ 採択事業者名 実証プロジェクト名称

「The Gate HAMAMATSU」跡地の
効果的な利活用の検証

株式会社パナソニック システム
ネットワークス開発研究所

センシング技術による社会課題克服

ヘルスケアアプリ「はままつ健幸クラブ」
登録者増加及び行動変容の促進

株式会社ネミエル 睡眠不足解消から始まる健幸づくりプロジェクト

サルからの農作物被害軽減 企業組合フジヤマドローン ファームレスキュードローンプロジェクト

データ連携基盤に接続済みのデータを
活用した地域の課題解決や活性化

株式会社アライデザイン工芸 「自主防災サイネージ」（衛星通信併用型）

新たな通信方式による防災同報無線
の検証

株式会社ミライエ 吹鳴状況の把握が可能なIP同報放送システム

• 地域課題解決型として下記５件の実証プロジェクトを採択し、今年度内の支援を実施

• 提示した地域課題テーマ全てについて実証プロジェクトを採択することができた



データ・フュージョン・キャンプ2025の実績①

研修動画（全６回）
（YouTubeに公開）

ハッカソン開催の様子

• 10月17日（金）、アイデアソンをオンラインで開催し、アイデア創発とチーム組成を実施

• 参加者は、専用のSLACKチャンネルに参加し、データ連携基盤の研修動画を各自で視聴

• 10月30日（木）、浜松市中央区のCo-startup Space & Community FUSEを
会場として、ハッカソンを開催



下記の3チームがデータ連携基盤を活用したサービスのプロトタイプを開発

👑 津波生存戦略室
年齢や移動手段（歩く、走る、自転車）等の条件を入力すると、現在地付近にある
津波避難施設の高さや避難経路が地図上に表示されるアプリ“ココイケ”。実際に
避難に掛かった時間を計測する機能もあり、避難訓練の際に使用してもらうことで、
避難に掛かる時間のデータを蓄積し、防災計画の検討にも活かせる。

● シャッターチャンス！
まちなかのイベントに参加した人が、感想や撮影した写真、その時の混雑状況（体感
を投稿し、他の人に共有できるアプリ”シャッターチャンス！”。リアルタイムの混雑
緩和につながるほか、イベント時のにぎわい状況のデータを蓄積することでまちなか
でイベントを企画する人の参考にしてもらうことを目指す。

● ITソルーション室
浜松駅付近の駐輪場の満空状況をカメラと画像認識AIを用いてリアルタイムに分析。
分析した満空状況をWEB上のマップにてわかりやすく表示することで、ユーザーを
空いている駐輪場に誘導し、まちなかに自転車で来訪する人の満足度向上につなげる
サービス“ちゅーりんうぉっち”。

データ・フュージョン・キャンプ2025の実績②



• 過年度のHamamatsu ORI-Projectの支援案件など、
データ連携基盤を活用したサービスの地域実装に向けた取組に対する補助制度

• 令和４年度から開始し、令和６年度までに８件の活用実績

浜松市データ連携基盤活用サービス実装支援補助金の概要

• データ連携基盤を活用したサービスを本市において早期に実装することを目指して取組を行う事業者に
対し、その取組に必要な資機材のリース費用、取組の協力者への謝金、国内の交通費等を補助する「浜
松市データ連携基盤活用サービス実装支援補助金」を創設し、運用する。

• 補助金額は、補助上限額150万円/件（採択年度中にデータ連携基盤とのデータ連携を行う案件の場合
250万円/件）、補助率1/2以内

目 的

事業概要

本市においてデータ連携基盤を活用したサービスの実装（調査や実証実験にとどまらず、継続的な
サービス提供を開始すること)に向けて取り組む民間企業を支援し、データ連携基盤を有効活用し
た先端サービスの実装により本市の課題解決や市民の生活の質の向上を図るとともに、本市発の新
たなイノベーションの創出を目指す。



今年度の浜松市データ連携基盤活用サービス実装支援補助金の採択案件

事業名称 データ連携基盤と高齢者見守りサービスの防災情報連携

事業概要

ノバルス株式会社が提供する単三電池型IoTデバイス（単三電池として使
用でき、家電のスイッチON／OFF等を検知し、発信することが可能）を活用
した見守りサービスに、浜松市データ連携基盤に格納されている防災情報
（市内の雨量計や水位計の観測情報など）を自動連携させることで、見守
り対象者の住所付近のリスク情報を対象者の家族等に配信できるようにし、
サービスの付加価値向上を図る。

ノバルス株式会社

下記の1件を採択し、データ連携基盤を活用したサービスの地域実装を支援


